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まず始めに、2015年3月期第1四半期を総括いたしま
す。 

 
2015年3月期は、3ヵ年中期経営計画「153P」
（2012年2月3日発表）の最終年度として総仕上げを行
うと同時に、次期中期経営計画の取り組みを前倒しで
推進する1年と位置づけております。 

 
当第1四半期における業績は、売上高、利益ともに概
ね計画どおりに推移いたしました。前年同期比では、
国内事業の売上減少及び成長戦略に向けた先行投資に
より減収減益となりました。 

 
ポイントとして、次の4点が挙げられます。 
 
一つ目に、直営店は取扱組数・単価共に概ね計画通り
に推移し、挙式披露宴単価は407万円となりました。 
二つ目に、アジアを含む海外・リゾートウェディング
事業は引き続き順調に業績を拡大し、海外売上高は前
年同期比で27%増となりました。 
三つ目に、次期中期経営計画の前倒しとして、成長戦
略に向けた先行投資を計画通りに進めております。そ
の結果、販管費は前年同期比で4.6億増となりました。 
四つ目に、2020年度連結売上高1,000億円達成に向け
た成長戦略の第1弾として、新規出店戦略を7月25日に
リリースをいたしました。 



連結損益計算書の概要をご説明いたします。 
 

当第1四半期は、売上高、利益ともに概ね計
画どおりに推移いたしました。前年同期比で
は、国内事業の売上減少及び成長戦略に向け
た先行投資により減収減益となりました。 

 
売上高は、13,948百万円（計画比+48百万
円）となりました。前年同期比では、-681百
万円減となりました。これは特定地域におけ
る競争激化、及び既に閉店が決定している店
舗における取扱組数の減少が主な要因です。 
 
販管費は、コストの効率化を推進しつつ、
成長戦略に向けた各項目において、先行投資
を実施しております。販管費は、計画に対し
て-15百万減の7,746百万円（前年同期比+465
百万円）となりました。 

 
その結果、営業利益は97百万円（計画比
+47百万円）、経常利益は53百万円（計画比
+53百万円）、四半期純利益は△49百万円
（計画比+51百万円）となりました。 
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事業セグメント別の売上高及び売上構成比
の推移についてご説明いたします。 
 

一つ目は直営店ですが、同事業は連結売上
高の大半を占める主力事業となっております。
当第1四半期においては取扱組数の減少により
減収となっております。 
 

二つ目は海外事業ですが、リゾートウェ
ディングを中心に売上高が拡大し、連結売上
高に対する海外比率は10%超となりました。 
 

三つ目はコンサルティング型事業ですが､ホ
テル提携数の拡大により､取扱高が増加してお
ります。 
 

引き続き、直営店舗の強化を進めるととも
に、成長領域である「海外」及び「コンサル
ティング型事業」の拡大を図ります。 
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続きまして、国内ウェディング事業につい
てご説明いたします。 
 

直営店において、当社は3つの強み、すなわ
ち「トータルコーディネート力」「心の想い
の表現力」「ニーズをくみ取り実現する力」
を打ち出し、追求することで差別化戦略を推
進しております。 
 
当第1四半期は、取扱組数が計画と比較して
6件増の2,742件となりました。また、挙式披
露宴単価も計画と比較して3千円増の4,073千
円となりました。 

 

その結果、売上高は10,828百万円（計画比
+28百万円、前年同期比-827百万円）となり
ました。 
 

コンサルティング型は、ホテルの婚礼受託
事業の拡大に注力しております。当第1四半期
は、主にホテルの受注組数の拡大により、取
扱組数は計画と比較して7件増の457件となり
ました。 
 

その結果、取扱高は1,273百万円（計画比+3
百万円、前年同期比+351百万円）となりまし
た。 

8 



続きまして、海外・リゾートウェディング
事業についてご説明いたします。 
 

リゾートウェディングは新規出店効果によ
り取扱組数が増加し、特に主力であるハワ
イ、グアムが好調に推移しました。 
 

アジア婚礼プロデュースは、これまでの施
行実績が高く評価され、5つ星ホテルの提携数
が増えております。 
 
これらにより、当第1四半期期の海外･リ
ゾートウェディング事業の売上高は、前年同
期と比較して27%増の1,504百万円（前年同期
比+316百万円）となりました。なお、営業利
益については、今後の海外事業拡大に向けた
先行投資を計画通り実施した結果、△63百万
円（計画比＋7百万円、前年同期比-94百万
円）となりました。 
 

先行投資の主な内容としては、新規出店準
備コスト、台湾及び香港からの送客展開及び
ドレス直営展開に向けた投資、海外人員体制
強化となります。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。  
 

当第1四半期期末における総資産は前期末と
比較して—1,084百万円減少し、47,198百万円
となりました。 
 
現金及び預金が減少（前期末比-958百万
円）しておりますが、利益が減少したこと、
及び買掛金支払等の季節要因によるもので
す。 
 

投資その他資産が減少（前期末比-364百万
円）しておりますが、敷金・保証金の減少
（前期末比-339百万円）が主な要因となりま
す。店舗における契約更新に伴い、リース資
産の買取及びリース保証金と相殺を行ったこ
とによるものです。 
 

 



連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 
当第1四半期は重点施策への先行投資を実施
した結果、有利子負債残高は177億円となり
ました。 
 

流動負債は、前期末と比較して-1,571百万
円減少しております。主な要因は、納税によ
る未払法人税等の減少-1,368百万円、買掛金
の減少（季節要因による）-825百万円、借入
金増加（利益減による）＋705百万円となっ
ております。 
 
純資産は、前期末と比較して-435百万円減
少しております。主な要因は、利益剰余金が-
241百万円減少したこと、及び当第1四半期に
おいて、連結子会社であるアニバーサリート
ラベル（旅行業）を100％子会社化し、少数
株主持分が-137百万円減少したこととなりま
す。 
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 2020Target（2021年3月期）連結売上高
1,000億円に向けた成長戦略第1弾「新規出店
戦略」についてご説明いたします。 

 （2014年7月25日リリース） 

 

 当社は2020Target（2021年3月期）として、
「グローバルカンパニー＆総合生活カンパニ
ー」を掲げ、連結売上高1,000億円を目指して
おります。 

 

 2013年度において、第1次中期経営計画の売
上目標である600億円を1年前倒しで達成し、
今年度は更なる成長に向けた第2次中期経営
計画（183P）の準備の1年と位置付けており
ます。 

 

 第2次中期経営計画（183P）では、「新規出
店戦略」「新ビジネスモデル」「海外戦略」
の3つを成長戦略として位置付けております
。 
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 当社はハウスウェディング市場のパイオニアと
して業界全体を牽引してまいりました。 
一方で、今後ますます厳しくなる市場環境の下
、当社は新規出店戦略において、強みを活かし
た従来とは異なる出店形態により、新しい市場
を創り出し、婚礼市場全体の活性化に貢献して
まいります。 

 

 1つ目は、「欧米型ウェディングスタイル」を競
争力のある価格で提供する「次世代型専門結婚
式場」です。 

 2つ目は、最新トレンドに合わせたライフスタイ
ル型コンテンツとの融合による情報発信力の高
い「ライフスタイル型複合施設」です。 

 そして新たにホテル事業に参入いたします。個
性的なデザインにこだわった「コンセプト型ホ
テル」を展開してまいります。 

 

 既存店については、ハード面では優先順位に基
づいた段階的な戦略投資を行い、ソフト面では
新たなウェディングスタイルを順次展開するこ
とで、他社との差別化戦略を強化してまいりま
す。 

 また、これまで取り組んでまいりました「ホテ
ル婚礼受託」「M&A」についても、ROI（投資収
益率）を重視し、引き続き展開してまいります
。 
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 2015年3月期の重点施策について、営業損益
への影響（2014年3月期との増減）とともに
ご説明いたします。 

 

 営業損益増加要因といたしまして、T&G直営
店の強化施策により2014年3月期比2.4億円増
、153P重点施策効果により同7.7億円増、そ
の他コスト削減により同2.6億円増、合計約
13億円増を計画しております。 

 

 153P重点施策効果の具体的な内容は、主に海
外伸長、コンサルティング事業の拡大及び
M&Aの効果であります。 

 また、先程ご説明したとおり、183P（※1）
達成に向けた取り組みを前倒しで推進します
。 この先行投資により営業損益は同11.3億
円減の影響を見込んでおります。 

 

 具体的には、新規出店に関わる費用、新モデ
ル店舗オープン、自社工場新設、ドレスショ
ップオープン等の強み創りへの投資及び海外
戦略加速のための投資を予定しております。 

 

 以上のとおり、収益面において大幅な積み上
げを実現できる見通しでありますが、一方で
成長戦略に資源を投下する計画であり、2015
年3月期の営業利益は38億円（2014年3月期
比2億円増）を計画しております。 
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 次に、153P重点施策の効果の詳細についてご説明
いたします。 

 

 3つの施策の効果により、営業損益は2014年3月期
比7.7億円増を見込んでおります。 

 

 一つ目は、海外事業の伸長により、営業損益は同
2.1億円増を見込んでおります。主にリゾートウエ
ディングにおける2013年度以降の新規出店・提携
（4会場）の寄与によるものです。 

 

 これにより、連結売上高に占める海外比率は、前
年同期比+0.9ptの11.3％となる見通しです。 

 

 二つ目は、M&A効果により、営業損益は同3.9億円
増を見込んでおります。2012年12月に子会社化し
た㈱ブライズワード社の業績向上、営業権を取得
した複数案件の業績向上、通年寄与によるもので
す。 

 

 三つ目は、コンサルティング事業の拡大により、
営業損益は同1.7億円増を見込んでおります。2014
年3月期に提携したホテルの通年寄与によるもので
す。 
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 直営店の詳細についてご説明いたします。 

 2014年3月期に実施した収益構造改革を、継続し
て実施いたします。 

 主な収益増加要因として、原価改善、不動産関連
費の低減、及び法人営業強化の3つの施策に取り
組みます。営業損益は、2014年3月期比8.5億円
増を見込んでおります。 

 一方で競合出店の影響や閉店の影響に伴う受注件
数減少、戦略的な広告宣伝費の投下等により、営
業損益への影響額は、同6.1億円減を見込んでお
ります。 

 上記により、T&G直営店の営業損益は、同2.4億
円増を見込んでおります。 

 

 競合出店の影響については、特定地域において影
響を受ける見込みです。 

 期間満了に伴う閉店への対応については、代替店
が決定済みであります。 

 上記の理由に伴う既存店の件数の減少は、営業権
取得店舗にてカバーする見込みです。 

 挙式披露宴単価は上昇基調で推移しておりますが
、保守的に横ばいで計画しております。  

 

 

 

 

18 



 183P重点施策投資の詳細についてご説明いた
します。 

 

 183Ｐ重点施策として3つの施策に投資を行い
ます。これにより、営業損益は約11億円減を
見込んでおります。 

 

 一つ目は、新規出店に伴う開業準備費用によ
り営業損益は2.8億円減を見込んでおります。
2016年3月期に予定しております3店舗出店に
よるものであります。 

 二つ目は、強み創りへの取り組みにより、営
業損益は7.5億円減を見込んでおります。次の
施策を予定しております。 

 欧米型のウェディングを競争力のある価格で
提供する新しいビジネスモデルを確立し、新
市場の創出を目指します。この実現に向け、
新モデル店舗の開設やウェディング商品を製
造する自社工場を新設します。 

 また、ドレスショップを都内にオープンする
ほか、人員体制の強化も行います。 

 三つ目は、海外展開拡大により営業損益は1
億円減を見込んでおります。 

 

 これら施策の効果により、今後売上高及び営
業利益増を見込みます。 
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2015年3月期の連結通期業績計画は下記の
とおりとなります。なお2014年3月期決算発
表時（5月9日）の業績計画と変更ございま
せん。 

 
売上高 62,000百万円 

  （前年比 +1,286百万円） 
営業利益  3,800百万円 

       （前年比   +94百万円） 
経常利益  3,500百万円 

       （前年比   +158百万円） 
当期純利益  1,400百万円 

       （前年比   +30百万円） 
 
第2四半期は先行投資により減益となるも
のの、通期では増収増益の見通しであります。 
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2015年3月期の配当予想をご説明いたします。 
 
当社は、企業の継続的な成長を実現するための
投資を行いつつ、株主の皆様への利益還元を適
正かつ安定的に行うことを基本方針に掲げてお
ります。 
 
2015年3月期の配当予想につきましては、上記
の基本方針を勘案し、前期と同様の1株当たり15
円※とさせていただく予定でおります。 
 

※当社は、2013年10月1日効力発生日として1株
につき10株の割合で株式分割を行っております。
そのため、2014年3月期 及び2015年3月期（予
想）の期末1株当たり配当金については、株式分
割を考慮した金額を記載しております。 
（株式分割を考慮しない場合の2014年3月期 及
び2015年3月期（予想）の期末1株当たり配当金
は150円となります。） 
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